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３．事後評価結果 

「環状高分子」というキーワードのもと、動的共有結合を用いたトポロジー制御など当初の目標はほ

ぼ達成された。トポロジー変換を利用した自己修復性を持つ高分子、トポロジー変換反応のライブラリ

ー構築、高分子のトポロジー変換技術を利用した分解可能なプラスチック（ポリカーボネート）など、

いずれも科学技術や社会への波及効果が高い成果を次々と出しており、今後ますますその重要性が高ま

っていくと期待できる。研究においては緻密な計算による物性予測を行っており、それが実験の効率と

成功確率の向上に大きく寄与していることも評価できる。残った課題（環状高分子でのトポロジーの可

視化）についても、モデル系で実現の目途を立てることができており、今後の達成が期待される。 

また、高分子のトポロジー変換技術を利用した分解可能なプラスチック（ポリカーボネート）の開発

は当初計画になかった大きな成果であり、そのリサイクル特性やその分解物の肥料への応用は、環境問

題への寄与も期待され波及効果が大きい。今後トポロジー変換との組み合わせにより、さらに機能化・

強靭化を進められる見込みがあり、今後の発展に期待できる。 

  


